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【１－５ P-MAX キャンペーン】 
ここまで検索広告以外の画像や動画を用いた様々なフォーマットをご紹介してきました

が、昨今ではもう 1 つ理解しておくべきフォーマットをご紹介していきます。 
それが Google 広告の提供する P-MAX(Performance MAX)キャンペーンです。 
 
【１－５－１ 概要】 
ここまでご紹介してきた広告媒体、フォーマットは基本的に 1 つの広告が各配信面の 1 つ

で表示、配信されていました。検索広告であれば検索エンジンの検索結果画面上にテキス

トで、ディスプレイ広告であれば見ている Web サイト上に画像で、といった具合です。し

かし、この P-MAX キャンペーンは 1 つのキャンペーンで Google 広告のすべての広告枠、

配信面に広告を表示・配信することが可能です。具体的なサービスとしてはGoogleの検索

結果画面をはじめ、YouTube、Gmail、Google Map などそのクリエイティブなども問わ

ず、Google のあらゆる配信面が含まれます。 
 
[配信イメージ] 

 
画像引用元: Performance Max campaigns launch to all advertisers 
 
また他の媒体では検索広告ではどのキーワードに対して広告を配信するか、ディスプレ

イ広告ではどんな興味関心を持ったユーザーに対して広告を配信するか、などターゲティ

ングなども細かく設定をする必要がありました。 
加えて配信結果などのデータを元にした最適化などについても、検索広告とディスプレ

イ広告ではそもそも配信面なども異なるため、お互いのデータを使っての最適化などは仕

組みなどの上でも、難しいことがほとんどでした。 
P-MAXキャンペーンは簡単な設定を行えばAIが入札やターゲティングを自動化し、その

https://blog.google/products/ads-commerce/performance-max/
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配信目的やユーザーの状況などに応じて、配信面を自動で調整し、また各配信面でのデー

タなどをもとに、最適化をかけていくことで、パフォーマンスを最大化できるフォーマッ

トです。 
 
【１－５－２ メリット・デメリット】 
ここまで聞くと非常に便利かつ画期的なフォーマットのように感じられるかもしれませ

んが、そんな P-MAX キャンペーンにもメリットとデメリットがあります。これを理解せ

ずに配信を開始してしまうと、十分な成果を得ることができないだけでなく、オンライン

広告の目的の 1 つでもある、調査や分析という目的すら達成できなくなってしまう可能性

があります。以下に代表的なメリットやデメリットを紹介します。 
 

[メリット] 
◯複雑な設定や調整なしで配信ができる 
先述の通り、P-MAX キャンペーンは簡単な設定で、入札やターゲティングが自動的に行

われ、様々な配信面で成果に繋がりそうなユーザーへ配信をすることができます。検索広

告であればどんなキーワードで買い付けを行うかを検討し、また検討した広告文を随時登

録しと、配信開始までの準備が非常に重要な分、準備や登録、配信調整にかかる工数がか

かりがちでした。P-MAXキャンペーンであれば、この工数を減らして配信を進めることが

できます。 
 
◯複数の配信面に 1 つのキャンペーンで配信ができる 
こちらも先述の通りですが、検索広告であれば検索結果画面、ディスプレイ広告であれ

ば Web サイト上でという形で、各キャンペーンで配信できる配信面は基本的に単一でした。

P-MAX キャンペーンは Google 広告のあらゆる面に 1 つのキャンペーンで配信ができるた

め、設定にかかる工数はもちろん、配信の最適化も他のフォーマットのデータを横断的に

活用しながら進めていくことができます。 
 
◯成果に繋がりやすい 
 あらゆる配信面に配信ができ、データを活用し、最適化をかけられることでコンバージョ

ン獲得に繋がりやすいとされています。Google公式でも同様の単価で 18%多くのコンバー

ジョン獲得を実現できたとされています。 
 
[デメリット] 
◯細かなターゲティングや調整ができない 
 これは設定が簡単であるというメリットの裏返しでもありますが、P-MAX キャンペーン

では細かなターゲティングの設定や調整ができません。地域やスケジュールなどの基本的

な設定を除けば、コントロールできる項目としては「1 日の予算」や広告文や画像などの

「アセット」などに限られます。 
 
◯分析が難しい 
 他のフォーマットではどのキーワード、クエリ、広告がコンバージョンに繋がったのか、

はたまたどの程度のクリック単価で、どの程度表示されたのかなどを細かく確認すること

ができます。反して P-MAX キャンペーンは確認できるデータが非常に少なく、またその

確認項目もざっくりとしたものにとどまっており、配信結果からの分析が非常に難しくな

っています。 
 
◯配信期間が短い、予算が少ないと成果に繋がりにくい 
 あらゆる配信面に広告を配信することができる反面、他のフォーマットに比べて学習期間
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が長く、また予算が少なすぎるとそもそも学習ができず成果に繋がりにくい場合がありま

す。検索広告であればピンポイントでコンバージョン獲得につながるキーワードなどを買

い付けられれば、予算は当然少なくて済み、短い期間で最適化を図ることができますが、

P-MAXキャンペーンは個別のキーワードを指定することは難しく、様々な配信面も含むた

め、学習期間が長くなり、また学習に必要なデータもどうしても多くなってしまいます。 
 
 以上が P-MAX キャンペーンの主なメリットとデメリットです。一見極めて優秀なフォー

マットに聞こえますが、上記の通りメリットに対してデメリットもあります。運用を進め

ていく上ではこれらを理解した上で運用を行い、代行を行っていく際にはそれぞれの内容

をお客様に理解してもらうようにしましょう。 
 
 
【１－５－３ 設定内容】 
続いては P-MAX キャンペーンでのキャンペーンの設定内容について見ていきましょう。

基本的な流れや設定・登録できる内容・項目はGoogle広告の他のフォーマットと同様です

が、一部P-MAXキャンペーンにしかない設定項目もあります。ここではP-MAXキャンペ

ーンに特有の内容や、特に注意すべき点についてピックアップして解説していきます。 
 
・キャンペーン目標 
 Google 広告ではキャンペーン作成時にキャンペーン目標を選択しますが、P-MAX キャン

ペーンの配信を行う場合には、「販売促進」、「見込み顧客の獲得」、「ウェブサイトの

トラフィック」、「来店数と店舗売上の向上」、「ガイダンスなしでキャンペーンを作成」

のいずれかを選択します。 
 

 
 
・単価設定 
 入札戦略については「コンバージョン」、「コンバージョン値」、「目標コンバージョン

単価」、「目標広告費用対効果」の 4 つから選択することができます。キャンペーン作成

時には重視している要素でコンバージョンまたはコンバージョン値を選択できますが、そ

れぞれ目標コンバージョン単価・目標費用対効果を設定することで後者の 2 つの入札戦略

に設定できます。 
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・自動作成アセット 
 検索広告でも似たような設定がありましたが、P-MAX キャンペーンの自動作成アセット

は[テキスト]と[動画]の大きく 2 つの項目があります。 
[テキスト]では広告文が自動的に作成される[カスタマイズ]と、成果に繋がりそうな広告

のリンク先を自動的に判別し、ランディングページとして設定する[最終ページ URL]の項
目があります。[動画]はアセットで設定された動画をもとに配信面に合わせて様々なサイ

ズや長さに自動的に調整します。 
ただこの設定、特に[最終ページURL]などは、思いもよらないページへの広告配信が行わ

れる可能性もあるため、慎重な設定が必要です。 
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・ブランドガイドライン 
 他のフォーマットでも用意されているビジネス名やロゴなどに加えて、ブランドカラーや

フォントなどを設定することのできる項目です。P-MAXキャンペーンでは自動作成アセッ

トなどのようにアセットが自動で作成、あるいは調整される場合があります。その他にも、

動画がない場合には、広告文や画像などから動画が自動で生成されますが、その際にこの

ブランドガイドラインを設定することで、会社名やサービス名、そのロゴといった部分だ

けでなく、ブランドカラーなどに基づいた生成がなされます。ビジネス名とロゴは必須で

すが、カラーやフォントは任意で設定可能です。 
 
[設定イメージ] 

 
 
・検索テーマ 
P-MAX キャンペーンでは設定画面に登録した広告アセット、リンク先 URL などの情報

にもとづいて、より成果につながるような広告配信面や対象者を予測し、配信が行われて

います。検索テーマを設定することで、上記だけでは予測しきれないテーマに関連する配

信面、対象者にも広告配信を行う事ができるようになり、検索広告だけではなく、画像、

動画広告においても、成果を期待できるユーザーに対してリーチを拡大することが出来ま

す。 
[設定イメージ] 

 



                                                                            

7 
Copyright©. General Incorporated Association IMA Laboratory. 
 All rights reserved. 

【１－５－４ P-MAX キャンペーン運用と注意点】 
 最後に P-MAX キャンペーンの運用におけるポイントと注意点を解説していきます。先述

の通り、P-MAXキャンペーンは設定できる項目や確認できる内容が限られます。そのため

運用においては抑えておくべきポイントと注意点があります。配信に当たっては以下の内

容を意識しながら運用を行っていきましょう。 
 
 
◯他のフォーマットと併用して配信する 
 ここまでの内容で「全ての配信面に配信ができるのであれば P-MAX キャンペーンのみで

配信すればいいのでは？」と考えられた方も少なからずいらっしゃるかと思います。しか

し、Google 広告ヘルプでも記載がありますが、P-MAX キャンペーンはあくまでも他のフ

ォーマットを補完するものであり、特に検索広告と併用することで相乗効果を発揮すると

されています。これはパワーペアなどとも呼ばれており、新しい検索クエリやオーディエ

ンスから分析を行い、それぞれのキャンペーンの広告配信を効果的にしていく、というも

のです。 
 P-MAX キャンペーンの配信時には、他のフォーマットと同時並行で配信を行うことを前

提に検討していきましょう。なお、P-MAXキャンペーン配信に必要な広告文や画像、動画

などがあれば、検索広告はもとより GDN やデマンド広告、YouTube 広告などの配信がで

きる素材は揃うため、併せて検討していきましょう。 
 
◆Google 広告ヘルプ 
 『Google のさまざまな広告チャネルをフル活用してコンバージョンを促進できる P-MAX キ
ャンペーン』 
 『Google Marketing Live 2023: 検索キャンペーンと P-MAX キャンペーンで成果を増幅』 
 
◯アセットは可能な限り設定する 
 これは P-MAX キャンペーンに限った内容ではありませんが、広告文や画像、動画など設

定できるアセットは可能な限り設定しましょう。もちろん広告表示オプションについても

同様です。 
なお、各アセットの中でも最も用意に工数と時間がかかる動画は広告文と画像から自動

的に生成することが可能で、P-MAXキャンペーンの配信時に登録がされていない場合でも

配信は可能です。もし社内あるいはクライアントが動画を準備するのが難しい場合は上記

を踏まえて運用を進めていただければと思います。 
 
◯配信期間を長めに想定する 
 先述の通り P-MAX キャンペーンは他のフォーマットに比べ、学習期間が長くなります。

そのため数日や 1 週間といった配信期間が短い場合には効果を十分に発揮するのが難しい

ケースが多くなります。 
最低でも 2週間、可能であれば数ヶ月単位での配信を想定していきましょう。 

 
◯除外設定を活用する 
 P-MAX キャンペーンでは配信面やキーワードなど、細かいコントロールが難しいため、

他のフォーマット以上に除外設定を活用していくことが重要です。除外設定には主に「プ

レースメント」と「キーワード」の 2 つがあります。 
 
・プレースメントの除外設定 
 [キャンペーン] > [オーディエンス、キーワード、コンテンツ] > [コンテンツ]から特定のア

プリそのカテゴリや Web サイトなどを除外することができます。ただし P-MAX キャンペ

https://support.google.com/google-ads/answer/11335596?hl=ja
https://support.google.com/google-ads/answer/11335596?hl=ja
https://support.google.com/google-ads/answer/13602916?hl=ja
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ーンはキャンペーン単位での除外ができず、アカウント単位での除外設定が必要です。 
 なお、配信先のプレースメントは表示回数のみレポートで確認することができます。[レ
ポートエディタ]内に[P-MAXキャンペーンのプレースメント]というテンプレートがありま

すので、ここからプレースメントを確認し、除外設定に活用していきましょう。 
 
・キーワードの除外設定 
 こちらもアカウント単位での除外になりますが、設定が可能です。[管理者] > [アカウント

設定] > [除外キーワード]から設定することができます。 
 ただし、除外設定はいずれも「アカウント単位」での設定となります。そのため、他のキ

ャンペーンとの兼ね合いも考えながら慎重に設定を行いましょう。 
 
◯アセットの差し替え 
 P-MAX キャンペーンでは確認できるデータが少ないということはお伝えしてきましたが、

現在各アセットのコンバージョンに関するパフォーマンスは確認することができます。[ア
セットグループ]内で、パフォーマンスを確認したいグループの[詳細を表示]から、見出し

や説明文、画像など各アセットのパフォーマンスやコンバージョンの獲得状況などを確認

することができます。 
 

 
 
 検索広告のアセットなどでも同様でしたが、各アセットのパフォーマンスなどを確認しな

がら、パフォーマンスが低いあるいはコンバージョン獲得数が少ないものを適宜差し替え

ていきながら、配信効率の改善を図っていきましょう。 
 また同時並行で配信している他のキャンペーンがあれば、その配信結果も見ながら、適宜

調整や差し替えを行っていきましょう。 
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本資料の一部あるいは全部について、一般社団法人 IMA研究所からの文書に
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